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 中国上海市で開催の「２１世紀民間防衛発展戦略 

国際シンポジウム」に ADRC が参加･発表 
 
2007年7月26日～27日の間、中国国家民間防衛室・上海市

民間防衛室主催「21世紀民間防衛発展戦略国際シンポジウム」
が中国・上海市にて開催され、アジア防災センター（ADRC）か
らは両政府の招待により管理部長の長野公一が出席しました。
当会議は、国連国際防災戦略事務局（UN/ISDR）をはじめ、米
国に本拠を置く国際危機管理協会（IAEM）などの緊急支援関連
団体、アジア災害予防センター（ADPC）、ADRCなどの国際機関
に加え、カナダ、チェコ、フィンランド、フランス、ハンガリ
ー、インドネシア、ヨルダン、韓国、オランダ、ロシア、シン
ガポール、英国、米国の 13 カ国の民間防衛にかかわる各国政
府担当者、関連団体、研究者など海外からの参加者約 40 名と
中国からの参加者を合わせ、約140名を数えました。 
初日は開会式に続き全体会合が行われ、民間防衛の役割や組

織運営、コミュニティでの民間防衛の構築などについて参加者
から発表が行われました。ADRCからは、コミュニティ防災に関
する事業などの活動に加え、兵庫県が県下の全市町やコンビニ
エンスストアなどの民間企業と事前に緊急支援協定を結んで
いることを優良事例として紹介しました。 
また、二日目には上海市主催による大規模な緊急救助訓練の

視察の後、海外参加者を対象とした分科会が開催されました。
分科会で合意されたもののひとつとして、UN/ISDR、IAEM、ADRC
などからの事前に防災対策を講じることの重要性やそれを促
進するための政府や関連団体間のネットワークの重要性につ
いての発言により、今後、参加組織間の情報収集・発信のネッ
トワークを構築していくこととなりました。次回の会議は、
IAEM の提唱により来年ワシントンで開催することに決定しま
した。なお、上海新聞のホームページでは、アジアで災害が多
発しており防災対策を進めることはアジア諸国の発展にとっ
て必要不可欠であるというADRCの発表内容が掲載されました。 
この件のお問い合わせにつきましては、長野管理部長

（nagano@adrc.or.jp）までお願いします。 
 

 お知らせ 
 公開フォーラム『災害軽減に向けての水循環の維持』

が 10 月 10 日（水）国連大学にて開催 
 
ADRC、国際連合大学、日本水文科学会および国連国際防災戦

略事務局（UN/ISDR）の共催により、公開フォーラム『災害軽
減に向けての水循環の維持』を2007 年 10月 10日 (水)13:30
～17:00、東京のUNハウス内ウ・タント国際会議場にて開催し
ます。10月10日は国際防災の日(10月第2水曜日)であり、ま
た今年は日本水文科学会の設立20周年にあたります。 
 自然と人間との関わりが急速に変貌しつつある中、国際社会

が抱える多くの課題の解決にとって、水循環はその重要な鍵を
握っていると言えます。この公開フォーラムでは、水災害の回
避と軽減に向けての適正な水循環のあり方を、持続可能な水の
利用、首都圏の地下水問題、都市における水循環の再生、水質
等の諸点から議論し、新たな知見を集約することを目的として

います。高橋裕氏（国際連
合大学）による基調講演、
斉藤庸氏（日本工営㈱中央
研究所）、林武司氏（秋田
大学）、西川智氏（国土交
通省）およびヘーラト・ス
リカーンタ氏（国際連合大
学）による研究発表後、パ
ネルディスカッションを
通じて、それぞれのご専門
の視点からわかりやすく
お話ししていただきます。 

 参加費は無料ですが事
前登録が必要です。また、

定員（300 名）に達ししだい、申し込み受付を締め切ります。
ご希望の方は、2007年10月3日（水）までに、氏名・職業・
住所・電話/FAX番号・メールアドレスをお書きの上、日本水文
科 学 会 公 開 フ ォ ー ラ ム 事 務 局 宛 ま で 、 メ ー ル
（forum2007entry@jahs.jpn.org）、もしくはファックス
（03-5317-9430）にてお申し込みください。お電話でのお問い
合わせは、同事務局の番号（03-3329-1151 内線 5213）にお願
いします。なお、このフォーラムの詳細につきましては、日本
水文科学会のホームページ（http://wwwsoc.nii.ac.jp/jahs/）
にて掲載しています。みなさまのご参加をお待ちしています。 
 
[アクセス] 
ＪＲ渋谷駅「宮益坂
口」から徒歩8分、
地下鉄表参道駅出
口Ｂ2（銀座線、半
蔵門線、千代田線）
から徒歩5分 
 
東京都渋谷区 
神宮前5-53-70 
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